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【要旨】 2020年度から全面実施となる小学校外国語科では，「読むこと」「書くこと」の導入

が，これまでの外国語活動との大きな違いとなるとともに，より一層の校内研修の充実や小中

連携が求められている。和歌山県教育センター学びの丘（以下，当センターと略記）では，こ

れらの課題に対応するため，小中学校教員による研究会を発足させた。新学習指導要領対応小

学校外国語教材“We Can!”（以下，We Can!と略記）を用い，「読むこと」「書くこと」を踏

まえた単元構想と指導方法，そして学習評価について研究した内容を示す。さらに，小学校に

おける取組や校内研修の充実をめざし，国語科とのつながりや指導のポイントについて述べ

る。以上の研究内容により，今後各校での実践が充実されることをめざす。 

 

【キーワード】 「読むこと」「書くこと」の指導を踏まえた単元構想，学習評価，小中連携， 

新学習指導要領対応小学校外国語教材“We Can!”， 小学校国語科との連携， 

小学校文化に根差した外国語教育，言語教育，カリキュラム・マネジメント， 

CAN-DO リスト－ふり返り 

 

Abstract: The new Courses of Study for elementary schools, junior high schools, high schools and 

schools for special needs education were officially announced.  The new education system in 

elementary school begins formally from April 2020.  In foreign language (namely, English) 

education, from the perspective of "continuity of learning”, we need to clarify the goals considering 

"what children will be able to do using foreign languages.”  “Foreign Language Activities” formerly 

taught from 5-6 grade in elementary school will now begin in 3-4 grade.  The newly appointed 

subject “Foreign Language” will start in 5-6 grade.  One of the big differences between “Activities” 

and “Subject” will be its inclusion of “Reading” and “Writing.”  In addition, smoother transition 

between each learning stages is necessarily required.  Therefore, us, instructors will need to enhance 

a consistent English education and develop students’ productive and receptive language skills by 

sharing our knowledge and teaching methods.  To deal with those tasks, Wakayama Prefectural 

Educational Center Manabi-no-Oka formed a study group for “Foreign Language” Education at 

elementary schools.  By working with group members, we propose the methods for lesson planning 

and evaluation which include the aspects of “Reading” and “Writing.”  Furthermore, in the aspect 

of language acquisition, we would like to point out the close relationships between foreign 

language education and Japanese education. 
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１ 小学校外国語科導入に当たって 

新しい外国語教育が始まる。学習指導要

領改訂により，2020 年より小学校第３，第

４学年（中学年）で外国語活動が必修とな

り，第５，第６学年（高学年）では外国語

が教科として実施される。 

特に，小学校での外国語は誰も経験した

ことのない新しい教科であり，小学校文化

に根差した指導が望まれるとともに，小学

校中学年での外国語活動と中学校での外国

語科の学習を繋ぐ役割を果たす重要な段階

である。 

 

（１）小学校外国語科導入の背景 

現在の子供たちが成人して社会で活躍す

る頃は，生産人口の減少や絶え間ない技術

革新等により，予測が困難な時代を迎えて

いると予想されている。そのため，学校教

育には，「子供たちが様々な変化に積極的

に向き合い，他者と協働して課題を解決し

ていくことや，様々な情報を見極め知識の

概念的な理解を実現し情報を再構成するな

どして新たな価値につなげていくこと，複

雑な状況変化の中で目的を再構築すること

ができるようにすること」（※１）が求めら

れている。 

現行学習指導要領 新学習指導要領 

外国語活動 
小学校 

 
外国語活動 

小学校 
第５学年及び第６学年 

外国語 

中学校 
外国語 

高等学校 
外国語 

外国語を通じて，
言語や文化について
体験的に理解を深
め，積極的にコミュ
ニケーションを図ろ
うとする態度の育成
を図り，外国語の音
声や基本的な表現に
慣れ親しませなが
ら，コミュニケーシ
ョン能力の素地を養
う。 

外国語によるコミ
ュニケーションにお
ける見方・考え方を
働かせ，外国語によ
る聞くこと，話すこ
との言語活動を通し
て，コミュニケーシ
ョンを図る素地とな
る資質・能力を次の
とおり育成すること
を目指す。 

外国語によるコミュニケ
ーションにおける見方・考
え方を働かせ，外国語によ
る聞くこと，読むこと，話
すこと，書くことの言語活
動を通して，コミュニケー
ションを図る基礎となる資
質・能力を次のとおり育成
することを目指す。 

外国語によるコミュニケ
ーションにおける見方・考
え方を働かせ，外国語によ
る聞くこと，読むこと，話
すこと，書くことの言語活
動を通して，簡単な情報や
考えなどを理解したり表現
したり伝え合ったりするコ
ミュニケーションを図る資
質・能力を次のとおり育成
することを目指す。 

外国語によるコミュニケ
ーションにおける見方・考
え方を働かせ，外国語によ
る聞くこと，読むこと，話
すこと，書くことの言語活
動及びこれらを結び付けた
統合的な言語活動を通し
て，情報や考えなどを的確
に理解したり適切に表現し
たり伝え合ったりするコミ
ュニケーションを図る資
質・能力を次のとおり育成
することを目指す。 

 
 (1)外国語を通して，

言語や文化について
体験的に理解を深
め，日本語と外国語
との音声の違い等に
気付くとともに，外
国語の音声や基本的
な表現に慣れ親しむ
ようにする。 

(1)外国語の音声や文字，
語彙，表現，文構造，言語
の働きなどについて，日本
語と外国語との違いに気付
き，これらの知識を理解す
るとともに，読むこと，書
くことに慣れ親しみ，聞く
こと，読むこと，話すこ
と，書くことによる実際の
コミュニケーションにおい
て活用できる基礎的な技能
を身に付けるようにする。 

(1)外国語の音声や語彙，
表現，文法，言語の働きな
どを理解するとともに，こ
れらの知識を，聞くこと，
読むこと，話すこと，書く
ことによる実際のコミュニ
ケーションにおいて活用で
きる技能を身に付けるよう
にする。 

(1)外国語の音声や語彙，
表現，文法，言語の働きな
どの理解を深めるととも
に，これらの知識を，聞く
こと，読むこと，話すこ
と，書くことによる実際の
コミュニケーションにおい
て，目的や場面，状況など
に応じて適切に活用できる
技能を身に付けるようにす
る。 

 (2)身近で簡単な事柄
について，外国語で
聞いたり話したりし
て自分の考えや気持
ちなどを伝え合う力
の素地を養う。 
 

(2)コミュニケーションを
行う目的や場面，状況など
に応じて，身近で簡単な事
柄について，聞いたり話し
たりするとともに，音声で
十分に慣れ親しんだ外国語
の語彙や基本的な表現を推
測しながら読んだり，語順
を意識しながら書いたりし
て，自分の考えや気持ちな
どを伝え合うことができる
基礎的な力を養う。 
 

(2)コミュニケーションを
行う目的や場面，状況など
に応じて，日常的な話題や
社会的な話題について，外
国語で簡単な情報や考えな
どを理解したり，これらを
活用して表現したり伝え合
ったりすることができる力
を養う。 

(2)コミュニケーションを
行う目的や場面，状況など
に応じて，日常的な話題や
社会的な話題について，外
国語で情報や考えなどの概
要や要点，詳細，話し手や
書き手の意図などを的確に
理解したり，これらを活用
して適切に表現したり伝え
合ったりすることができる
力を養う。 

 (3)外国語を通して，
言語やその背景にあ
る文化に対する理解
を深め，相手に配慮
しながら，主体的に
外国語を用いてコミ
ュニケーションを図
ろうとする態度を養
う。 

(3)外国語の背景にある文
化に対する理解を深め，他
者に配慮しながら，主体的
に外国語を用いてコミュニ
ケーションを図ろうとする
態度を養う。 

(3)外国語の背景にある文
化に対する理解を深め，聞
き手，読み手，話し手，書
き手に配慮しながら，主体
的に外国語を用いてコミュ
ニケーションを図ろうとす
る態度を養う。 

(3)外国語の背景にある文
化に対する理解を深め，聞
き手，読み手，話し手，書
き手に配慮しながら，主体
的，自律的に外国語を用い
てコミュニケーションを図
ろうとする態度を養う。 
 

図１ 現行・新学習指導要領外国語活動・外国語における目標の比較（※下線及び枠囲いは筆者追記） 

思考力，判断力， 

表現力等 

知識及び技能 

学びに向かう力，

人間性等 
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その上で，外国語科の導入の趣旨として

は，グローバル化が急速に進展する中での

コミュニケーション能力の向上が課題とな

っており，小・中・高等学校での一貫した

外国語教育の実施，指導の充実が求められ

ている。また，平成 23 年度から必修化され

ている外国語活動の成果と課題として次の

点が挙げられている。 

 

小学校では，平成 23 年度から高学年にお

いて外国語活動が導入され，その充実によ

り，児童の高い学習意欲，中学生の外国語

教育に対する積極性の向上といった成果が

認められている。一方で，①音声中心で学

んだことが，中学校の段階で音声から文字

への学習に円滑に接続されていない，②日

本語と英語の音声の違いや英語の発音と綴

りの関係，文構造の学習において課題があ

る，③高学年は，児童の抽象的な思考力が

高まる段階であり，より体系的な学習が求

められることなどが課題として指摘されて

いる。 

また，小学校から各学校段階における指

導改善による成果が認められるものの，学

年が上がるにつれて児童生徒の学習意欲に

課題が生じるといった状況や，学校種間の

接続が十分とは言えず，進級や進学をした

後に，それまでの学習内容や指導方法等を

発展的に生かすことができないといった状

況も見られている。（※２） 

 

文部科学省小学校外国語活動・外国語研

修ガイドブック（以下，研修ガイドブック

と略記）でも小学校外国語科について次の

ように述べられている。 

 

小学校における外国語教育のこの新しい

段階では，中学年から「聞くこと」「話す

こと」を中心とした外国語活動を通じて外

国語に慣れ親しみ，外国語学習への動機付

けを高めた上で，高学年から発達の段階に

応じて段階的に文字を「読むこと」及び

「書くこと」を加えて総合的・系統的に扱

う教科学習を行うとともに，中学校への接

続を図ることが求められている。（※３） 

 

これらの記述からも，小学校外国語科に

おける「読むこと」「書くこと」を加えた

４技能５領域を総合的に育成し，校種間を

繋ぐ系統的な指導を行っていくことが求め

られていることが分かる。 

（２）新学習指導要領における目標 

平成 29 年３月に改訂された新学習指導要

領における目標はこれまでの課題を踏ま

え，「知識及び技能」「思考力，判断力，

表現力等」「学びに向かう力，人間性等」

の三つの資質・能力を明確にした上で，①

各学校段階での学びを接続させる，②「外

国語を使って何ができるようになるか」を

明確にする，という観点から改善・充実が

図られている。また，平成 23 年度から必修

化されている外国語活動の内容がほぼ引き

継がれ，目標や内容が再整理されている（図

１）。さらに，これらの目標を踏まえ，「聞

くこと」「読むこと」「話すこと［やりと

り］」「話すこと［発表］」「書くこと」

の５つの領域別の目標も示され，これらの

実現をめざした指導を通して，前述の「知

識及び技能」「思考力，判断力，表現力

等」における資質・能力を一体的に育成す

るとともに，その過程を通して「学びに向

かう力，人間性等」を育成することが示さ

れている（図２）。 

（３）小学校文化に根差した外国語教育 

小学校学習指導要領総則には，「言語能

力の育成を図るため，各学校において必要

な言語環境を整えるとともに，国語科を要

としつつ各教科等の特質に応じて，児童の

言語活動を充実すること。」（※４）とあ

り，教科等横断的な視点から教育課程の編

成を図り，言語能力を育成するとともに，

各教科等の指導を通して育成をめざす資

質・能力を身に付けることが求められてい

る。 

また，小学校学習指導要領・外国語の指

導計画の作成上の配慮事項として，「言語

活動で扱う題材は，児童の興味・関心に合

ったものとし，国語科や音楽科，図画工作

科など，他の教科等で児童が学習したこと

図２ 外国語教育における育成すべき資質・ 

能力のイメージ図（育成すべき資質・能

力の三つの柱を基に筆者作成） 
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を活用したり，学校行事で扱う内容と関連

付けたりするなどの工夫をすること。」（※

５）とあり，国語科をはじめとした学校にお

ける全ての教育活動と積極的に結びつける

ことが大切であるとしている。 

とりわけ，同じ「言葉」を直接の学習対

象とする国語教育と外国語教育において

は，共通する指導内容や指導方法を扱う場

面があり，それらを効果的に連携させるこ

とによって，相乗効果の中で言語能力の育

成につなげていくことが重視されている。 

国語教育と外国語教育において共通する

指導内容や指導方法としては，例えば，国

語科において日本語の作品を読む際に外国

語の翻訳を参照したり，国語科において主

語と述語との関係について学習したことを

踏まえて，英語の語順に気付かせたり，関

連のある学習内容や言語活動を取り上げた

単元の設定を工夫したりすること等が考え

られる。 

各学校において教育課程を軸に学校教育

の改善・充実の好循環を生み出す「カリキ

ュラム・マネジメント」の視点からも，

「言葉」を学習する教科である国語科と外

国語科との連携はもとより，言語活動を行

う全ての教科等との連携が求められてい

る。 

 小学校教員は，各教科や領域での学習内

容や学校行事等，小学校教育課程に対する

理解があり，児童の発達段階の特徴や傾

向，児童一人一人の性格や興味・関心等，

児童の実態に対する理解がある。よって，

他教科等と外国語科を有機的に関連させ，

小学校文化に根差した授業を行うことがで

きる。小学校教員による外国語科の指導計

画の作成と実施，学習指導の改善・充実を

通して，国語科をはじめとした学校におけ

る全ての教育活動と積極的に結び付けた指

導が可能となる。これにより，児童の知的

好奇心がさらに刺激されるとともに，教科

横断的な学習による学習効果の最大化が期

待できる。 

 

２ 小学校外国語科授業研究会について 

当センターでは，新学習指導要領全面実

施に向け，小中連携を図りながら，小学校

外国語科の効果的な指導方法について研究

し，教員の指導力向上を図るとともに，外

国語教育の充実に資することを目的として

小学校外国語科授業研究会を発足した。 

対象は，当センター近隣市町における同

中学校区内の小学校教員と中学校外国語科

担当教員，及びその近隣地域の小中学校教

員８名とした。小中学校教員を対象とした

のは，新学習指導要領実施に向け，小中連

携を図りながら，小学校外国語科の効果的

な指導方法について研究を行うことをねら

ったためである。 

研究内容は，「読むこと」「書くこと」

の指導を踏まえた単元構想と，学習評価に

ついてである（図３）。 

「読むこと」「書くこと」の指導を踏ま

えた単元構想については，小学校教員にと

っては，「読むこと」「書くこと」を外国

語科で指導することは未知の分野であり，

指導者の不安感が大きいのではないかと考

え，取り上げることとした。また，学習評

価については，これまで「慣れ親しみ」等

に関し，外国語活動の記録として指導要録

に文章で記述してきたところではあるが，

教科化を迎えるに当たり，児童一人一人に

学習指導要領の内容が確実に定着すること

を目標とするには，児童の学びを支援し，

授業改善につながる学習評価の充実が求め

られるのではないかと考え，取り上げるこ

ととした。 

実施回数は，年間６回であり，実施時期

は図４のように設定した。 

研究会での学びを単なる気付きやその場

限りの学びに終わらせないために，所属校

に還元する往還型モデルで研究会を実施し

た。具体的には，研究会における講義・演

習で得たことを基に，各自が所属校で授業

実践を行い，その実践等から，移行期間に

おける成果や課題を共有し，全面実施に向

けた取組を進めていった。 

 
図３ 小学校外国語科授業研究会 研究概要 
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（１）「読むこと」と「書くこと」の指導

を踏まえた単元構想 

ア 「読むこと」と「書くこと」の学習 

 今回の学習指導要領改訂で，新しく導入

された「読むこと」と「書くこと」につい

ては，「中学年の外国語活動では指導して

おらず，慣れ親しませることから指導する

必要があり，『聞くこと』『話すこと』と

同等の指導を求めるものではない」（※６）

ことに留意する必要がある。 

We Can!では，中学年外国語活動におい

て，アルファベットの大文字・小文字に慣

れ親しんだことを踏まえ，図５のような

「読むこと」と「書くこと」の学習活動が

設定されている。 

この並びは指導の順ではなく，２年間で

140 単位時間（第５学年時 70 単位時間，第

６学年時 70 単位時間）実施される授業にお

いて，毎回少しずつ行うことが提案されて

いる。 

なお，これらの学習活動は，We Can!にお

いて Sounds and Letters，Let’s Read and 

Write，Let’s Read and Watch，Story Time

といった活動として設定されている。特に

Sounds and Letters，Let’s Read and Write

は，基本的にほぼ毎時間，いわゆる「帯活

動」として位置付けられており，付けたい

力を身に付けさせるため，繰り返し取り組

ませる必要がある。 

具体的な指導方法については，We Can!教

師用指導書や文部科学省が作成した学習指

導案例に記載されている。本研究会ではこ

れらを毎回模擬的に示し，より明確な指導

のイメージを共有した上で実践できるよう

にした。図６に，We Can! 2 Unit 1 This is 

ME! 第４時における Sounds and Letters の

スクリプトを示す。 

 

イ We Can!の単元構成と各時間における

授業展開 

We Can! は，これまでの外国語活動での

学習内容を踏まえつつ，単元前半は「聞く

こと」「話すこと」から始め，語句や表現

に音声で十分慣れ親しませた後，それらを

単元後半に読んだり，書いたりする活動に

つなげていく構造となっている。研修ガイ

・アルファベットの文字の認識・読み・書き 
・アルファベットの文字には二種類の読み方があることを知る 
・アルファベットの音に慣れ親しむ 
・単語を聞いて初頭音が分かる 
・単語の認識 
・文中に単語カードを置く 
・単語を書き写す 
・語群から選んで書き写す 
・友達の書いた清書を読む 
・例文を参考に書く，清書する 
・英文を読む（音声を真似て言う） 
・英文を見ながらそれが読まれる音声を聞く 
・絵本の読み聞かせを聞く 

図５ We Can!における「読むこと」と 

「書くこと」の学習活動 

（2019年１月号『初等教育資料』より） 

図４ 小学校外国語科授業研究会 年間計画 
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ドブックに具体的事例として取り上げられ

ている We Can! 2 Unit5 My Summer Vacation 

を取り上げ，確認する。 

表１は，Unit5の各時間の目標として取り

上げられている領域を表したものである。

これをみると，この単元における指導展開

も，「話すこと」「聞くこと」の学習活動

から始め，音声で十分慣れ親しませたあ

と，「読むこと」と「書くこと」の学習活

動に取り組ませる展開となっていることが

分かる。 

表１ Unit５の各時間の目標として取り上げ

られている領域と Let’s Read and Write 

時間 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

領域 S L/S S S S L/S S/R W 

Let’ Read 

and Write W① W①’④ W①’④’ W②④’ W③④’  
W①② 

③④ 

W①② 

   ③④ 

※L は「聞くこと」，S は「話すこと」，R は「読むこ
と」，Wは「書くこと」の領域を示している。 

単元末には，「夏休みの思い出を紹介す

る」という言語活動が設定されており，児

童が話したり，書き写したりすることがで

きる表現を次のように例示している。 

① I went to the sea. 

② I ate watermelons. 

③ I enjoyed swimming. 

④ It was fun. 

また，単元末の言語活動で児童が無理な

く読んだり，書いたりすることができるよ

うに，各時間に Let’s Read and Write が帯

活動として位置付けられている。Let’s Read 

and Write は，「文を音声化したり，自己表

現のために例文を見ながら書き写したりす

ること」（※７）を目的とした学習活動であ

る。 

「聞くこと」「話すこと」からスタート

し，「読むこと」「書くこと」に取り組む

順序性は，各時間における授業展開におい

ても同様である。この単元の２時間目の学

習展開を表２に示す。 

これを見ると，「聞くこと」「話すこと」

の学習活動から入り，語句や表現に十分慣

れ親しませたあと，終末に「読むこと」

「書くこと」の学習活動につなげる展開に

なっていることが分かる。太線で囲まれて

いる学習活動が，この時間の主となる言語

活動 Let’s Talk である。授業の前半から

「聞くこと」「話すこと」の活動を通して，

語句や表現に十分慣れ親しませた上で，

Let’s Talkに取り組ませる。この活動の後の

Let’s Read and Write では，次の２文を扱

う。 

① I went to (  the sea  ). 

④ It was (  fun  ). 

自 分 が 伝 え た い 内 容 に な る よ う に

（  ）内の語を変え，音声を聞いて繰り

返し読んだ後，自分の思いを書き溜めてお

くようにする。 

表２ Unit5（２／８）の学習展開 

時間 学習活動  

１分 あいさつ  

９分 Let’s Play ポインティング・ゲーム①② L 

５分 Let’s Watch & Think 1 L 

５分 Let’s Play フェイント・リピート・ゲーム L 

５分 Let’s Chant Summer Vacation S 

５分 
Let’s Talk 

夏休みに行った場所とその感想について 
S/L 

５分 Let’s Read and Write R/W 

５分 Sounds and Letters W 

５分 ふり返り  

 

図６ 研究会で作成した Sounds and Letters
の指導例（スクリプト） 
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以上のように，We Can! では，児童が過

度の負担を感じることなく，自分に関する

簡単な事柄について目的をもって読んだり

書いたりすることができるように，単元及

び各時間において，「聞くこと」「話すこ

と」「読むこと」「書くこと」の順序性を

踏まえた学習展開となっている。本研究会

における「読むこと」「書くこと」の指導

を踏まえた単元構想も，文部科学省が作成

した学習指導案例を参考に，この順序性を

踏まえた上で，本研究会に所属する各小学

校高学年の外国語活動担当教員が作成し

た。 

 

ウ 言語活動の充実 

小学校外国語科では，言語活動を通して

コミュニケーションを図る基礎となる資

質・能力を育成することが求められてい

る。 

研修ガイドブックでは，言語活動につい

て次のように述べられている。 

 

外国語活動や外国語科においては，言語活

動は，「実際に英語を用いて互いの考えや

気持ちを伝え合う」活動を意味する。した

がって，外国語活動や外国語科で扱われる

活動がすべて言語活動かというとそうでは

ない。（中略）実際に英語を使用して互い

の考えや気持ちを伝え合うという言語活動

の中では，情報を整理しながら考えなどを

形成するといった「思考力，判断力，表現

力等」が活用されると同時に，英語に関す

る「知識及び技能」が活用される。（※８） 

 

また，小学校学習指導要領解説外国語活

動・外国語編では，言語活動を行うに当た

り次のことが書かれている。 

 

言語活動を行う際は，単に繰り返し活動を

行うのではなく，児童が言語活動の目的や

言語の使用場面を意識して行うことができ

るよう，具体的な課題等を設定し，その目

的を達成するために，必要な言語材料を取

捨選択して活用できるようにすることが必

要である。（※９） 

 

以上のことを踏まえ，本研究会では，単

元末に児童が外国語を使って何ができるよ

うになればよいのかを明らかにし，そこか

ら遡って１時間ごとの目標を定め，単元を

構想していくことを提案した。この，バッ

クワード・デザインによる単元構想を行う

ためには，まず，指導者自身が単元末でめ

ざす児童の具体的な姿（単元を通して児童

に身に付けさせたい力）をイメージするこ

とが必要である。これにより，目標の実現

に向けて必要な練習や言語活動といった手

立てが見えてくる。 

 

単元末における言語活動は，それまでの

学習で身に付けた知識やスキルを使いこな

すことを求めるパフォーマンス課題と捉え

られる。西岡(2012)によると，パフォーマ

ンス課題を作成する際には，次の６つの要

素（GRASPS）を課題に盛り込むことがよ

いとされている。 

 

①GOAL（目的があるか） 

②ROLE（役割があるか） 

③AUDIENCE（相手があるか） 

④SITUATION（状況の設定があるか） 

⑤PERFORMANCE（完成作品は何か） 

⑥STANDARDS（観点を設定しているか） 

 

 このような視点をもち，We Can!に設定さ

れている単元末の言語活動を基に，児童が

関心意欲をもって取り組めるような言語活

動を設定する。 

 本研究会に係る授業公開では，We Can! 2 

Unit4 I like my town.に設定されている「町

のミニポスターを作ろう。」という言語活

動を，次のように工夫した。 

 

今回は，単元の後半に⑤ミニポスターを作

成して，それを発表するが，それらを行う

必然性を設定する上で，③田辺市のＣＩＲ

(国際交流員)の方にご協力をお願いした。

アメリカの出身地について，ミニポスター

を使って紹介する動画を撮影してもらい，

第１時でそれを見る。そして，④自分たちの

ために紹介をしてくれたお礼に，今度は②自

分たちの地域について紹介する①動画を撮影

して送るという最終的な目的をもって学習

を進めていく。また，撮影する前には，お

互いに発表し合って「よりよい動画にする

ためにはどうしたらよいのか」を話し合う

場を設ける。 

（公開授業の学習指導案より抜粋） 

※文中の番号は上述の GRASPSに対応 

 

GRASPS の視点で見ると①～⑤が明確に

示されている。単元末の言語活動における
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パフォーマンスを評価するためには，評価

の観点と評価規準を併せて考える必要があ

る。それらを児童と共有することは，児童

自身がどのような力を身に付けるべきかが

分かるため，有効であると考える。このこ

とについては，次項で述べる。 

 

（２）学習評価 

ア 自律した学習者の育成 

 小・中学校学習指導要領（平成 29 年告

示）解説総則編及び高等学校学習指導要領

（平成 30 年告示）解説総則編では，学習評

価の実施に当たっての配慮事項として，以

下のように記述されている。 

 

児童（生徒）のよい点や進歩の状況などを

積極的に評価し，学習したことの意義や価

値を実感できるようにすること。また，各

教科（・科目）等の目標の実現に向けた学

習状況を把握する観点から，単元や題材な

ど内容や時間のまとまりを見通しながら評

価の場面や方法を工夫して，学習の過程や

成果を評価し，指導の改善や学習意欲の向

上を図り，資質・能力の育成に生かすよう

にすること。（※10） 

※（  ）内は中・高等学校 

 

以上のことから，学習評価においては，

①児童生徒が学習したことの意義や価値を

実感できるようにすること，②教員が学習

の過程や成果を評価し，指導の改善に生か

すようにすることの２点が，重視されてい

ることが分かる。特に①は，児童生徒にと

って，自らの学習を振り返って次の学習に

向かうことができるようにするためにも，

充実を図る必要がある。 

 また，研修ガイドブックでは，小学校外

国語教育の評価について，以下のように記

述されている。 

 

「主体的に学習に取り組む態度」について

は，子供たちが自ら学習の目標を持ち，進

め方を見直しながら学習を進め，その過程

を評価して新たな学習につなげるといっ

た，学習に関する自己調整を行いながら，

粘り強く知識・技能を獲得したり思考・判

断・表現しようとしたりしているかどうか

という，意思的な側面を捉えて評価するこ

とが求められる。（※11） 

 

中央教育審議会（平成 28年 12月）がとり

まとめた「幼稚園、小学校、中学校及び特

別支援学校の学習指導要領等の改善及び必

要な方策等について（答申）」によると，

新学習指導要領の評価の観点は，育成した

い資質・能力の三つの柱である「知識及び

技能」「思考力，判断力，表現力等」「学

びに向かう力，人間性等」に対応させて，

「知識・技能」「思考・判断・表現」「主

体的に学習に取り組む態度」の３観点に整

理されている。この「主体的に学習に取り

組む態度」の育成を通して，児童が学ぶこ

とに興味関心をもち，見通しをもって粘り

強く取り組み，自己の学習活動を振り返っ

て次につなげることができるようになる。

このような，自分で自分の学習を進める自

律した学習者を育成することは，生涯学習

の観点からも有効である。 

グローバル化が急速に進展する現代で

は，外国語によるコミュニケーション能力

は，一部の業種や職種に限るものではな

く，生涯にわたる様々な場面において必要

となることが想定されている。自律した学

習者としての態度や姿勢が身に付くと，学

校を卒業した後も，自らに必要な言語能力

の習得を続けることがより容易になると考

えられる。小学校で新しい外国語教育の幕

開けを迎え，生涯にわたりコミュニケーシ

ョン能力の向上をめざすためにも，自律し

た学習者の育成を図る必要がある。 

 

イ 「CAN-DO リスト－ふり返り」の作 

 成 

 研究会で小中学校の教員が協働して授業

づくりを行うに当たり，学習評価の充実と

自律した学習者の育成を図る一方策とし

て，「CAN-DO リスト－ふり返り」（図７，

資料として添付）を作成した。 

 本シートは，文部科学省が“Hi, friends!” 

の補助教材として作成した “Hi, friends! 

Plus” （注２）内にある「CAN-DO リスト－

ふり返り」を参考にした。また，CAN-DO

リスト形式（注３）でのふり返りシートとし

て，単元に関して，児童が自分でどのよう

なことができるようになったかを確認する

ために活用することとした。本シートにあ

る円の色を５色に分け，それぞれに５つの

領域を表すイラストを付けることで，「聞

くこと」「話すこと［やりとり］」「話す

こと［発表］」「読むこと」「書くこと」

別に何ができるようになるかを示した。 
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 本単元（全８時間）の８時間目に当たる

ふり返りを取り上げてみる（図８）。 

 図中にある「□８」は，本単元で何時間

目に当たるのかを示している。各時間の記

述文については，文部科学省が作成した学

習指導案例にある各時間の目標や評価の観

点を基に，各時間の展開から学習活動を具

体的にイメージした上で，児童に分かりや

すい表現に修正した。３つの☆印は，児童

が言語を用いてどのようなことができるよ

うになったかを，習熟度別に表せるように

した。 

 「CAN-DO リスト－ふり返り」を活用す

る際には，以下の４つを留意点とした。 

 

①「CAN-DO リスト－ふり返り」は，単元

のはじめに児童と共有し，見通しをもた

せる。 

②各時間の終わりに，普段使われているふ

り返りシートとともに活用する。 

③児童が「できた」と思ったら☆印に色を

ぬるようにする。 

④単元の途中でできるようになったことに

ついても，随時☆印に色をぬるようにす

る。 

 

 特に④については，単元内で学習内容を

繰り返し指導し定着を図ることで，児童の

できることが徐々に増え，自己肯定感や達

成感による学習意欲の向上につながるよう

にした。また，逆にできなかった場合で

も，それに対して教員が適切な助言を行

い，励ますことで学習意欲の低下を防止す

ることをねらいとしている。 

 

（３）研究をふり返って 

ア 「読むこと」「書くこと」の指導を

踏まえた単元構想 

本研究会に係る公開授業を実施した小学

校第６学年（46 名）を対象に，外国語の授

業でできるようになったことについて，領

域別にアンケート調査を行った（図９）。 

読むこと①「アルファベットを発音する

ことがアルファベットを発音することがで

きる。」，読むこと②「学習した単語や表

現を読んで，理解することができる。」と

いう項目については，約８割以上の児童が

「当てはまる」，「どちらかと言えば，当

てはまる」の肯定的な回答をしている。 

さらに，書くこと①「アルファベットを

大文字や小文字で書くことができる。」，

書くこと②「学習した単語や表現を書き写

すことができる。」という項目について

も，約８割以上の児童が「当てはまる」，

「どちらかと言えば，当てはまる」の肯定

的な回答をしている。 

これらのことから，「読むこと」「書く

こと」を踏まえた単元構想を通して，音声

で十分慣れ親しんだ語句や表現を読んだり

書いたりすることにつなげる指導や，単元

を通じて少しずつ読んだり書いたりする指

導により，児童が「できるようになっ

た。」と実感できる指導となったことが分

かる。 

また，本研究会に所属する小学校高学年

の外国語活動担当教員によると，移行期間

における児童の様子として，「前年度と比

較すると，単元を通して児童に身に付いた

力が大きい。」（授業時数は，全面実施と

図７ 小学校外国語科授業研究会作成 

 「CAN-DOリスト－ふり返り」 

図８ 小学校外国語科授業研究会作成 

「CAN-DO リスト－ふり返り」第８時 
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同様に年間 70 時間），「これまでの外国語

活動よりも，児童に力が付いてきていると

感じる。」（授業時数は，移行措置分の 15

時間を加えた年間 50 時間）といったことが

挙げられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このことからも，本研究会で取り組んだ

「読むこと」「書くこと」を踏まえた単元

構想は，外国語活動の教科化を迎えるに当

たり，学習指導要領の内容を確実に定着さ

せるための一方策として有効であると考え

る。 

 

イ 学習評価 

本研究会に係る公開授業を実施した小学

校第６学年（46 名）を対象に，「CAN-DO

リスト－ふり返り」に係る事後アンケート

調査を行った（図 10）。 

「ふり返りシートは，あなたの学習にと

って役に立ったと思いますか。」という項

目について，約８割の児童が「当てはま

る」，「どちらかと言えば，当てはまる」

の肯定的な回答をしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
また，「当てはまる」，「どちらかと言え

ば，当てはまる」と回答した児童を対象に，

「CAN-DO リスト－ふり返り」のどんなと

ころが役に立ったかについて，記述により

回答を得た（図 11）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記述から，児童が「～ができるようにな

った」という達成感を得て，学習活動とし

てのふり返りを行うとともに，できなかっ

たことについても認識し，次時につなげる

ためのふり返りができていたことが分か

る。また，児童が，自分で自分の学習をど

のように進めていくかを決めようとする行

動もうかがえ，自律した学習者の育成が図

れたのではないかと考える。 

さらに，「CAN-DO リスト－ふり返り」

の実践に関して，授業者への聞き取りを行

ったところ，「様々な学習内容について，

単元を通してふり返ることができた。」

「児童が前向きに授業に取り組めた。」

「児童が，習熟度を表す☆印に色をぬるこ

とを楽しみにしながら，学習を進めること

ができた。」など，多くの成果が聞かれ

た。 

一方，課題としては，CAN-DO リスト形

式でのふり返りを各時間に設定しているた

め，作成に時間を要すること，学習内容が

図 11「CAN-DOリスト－ふり返り」に係る記述 

による事後アンケート調査の一部 

・ もう一度，学習をふり返ることができる。 

・ できたことと，できなかったことが分かる。 

・ 自分で何が足りないかが分かり，次の目標が考え

られる。 

・ どんなことができたのか確認できるし，CAN-DO リ

ストでふり返ることが楽しかった。 

・ 学習するごとに，自分の変化が分かる。 

・ 自分から積極的に取り組もうと思える。 

・ ふり返りシートを通じて，先生に質問をして授業

の内容をより理解することができる。 

図９ 児童アンケート結果「外国語の授業でで

きるようになったこと」 

図 10「CAN-DOリスト－ふり返り」に係る事

後アンケート調査 
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「CAN-DO リスト－ふり返り」に書かれて

あることで，学習の順番を入れ替えるな

ど，柔軟な対応ができないこと等が挙げら

れ，今後への示唆が得られた。 

３ 小学校における「国語科」と「外国語

活動・外国語科」の連携 

（１）国語科との連携の具体的イメージ 

図 12は，教育課程部会（平成 28年３月３

日）において言語能力の向上に関する特別

チームが示した資料である。国語科と外国

語科の学習内容（音声，文字の表記・語

句，文や文章の構成，４技能のゴールの４

項目）を，小学校低・中・高学年の段階別

に示し，関連付け，指導内容や指導方法等

の連携の必要性を示している。同年８月 26

日に報告された「言語能力の向上に関する

特別チームにおける審議の取りまとめ」で

は，「『言語能力を育成する資質・能力』に

は，どの言語を運用する時にも必要な要素

（両教科等において共通に育成するもの）

とそれぞれの言語を運用する上で必要な要

素（それぞれの教科において当該言語固有

の特徴として育成するもの）」（※13，丸括

弧内は筆者追記）があると述べられている。言

語活動においても，次のような記述があ

り，言語活動で扱う種類の例が挙げられて

いる。 

例えば，文章表現（短文づくり，パラグラ

フ・ライティング，小論文），発表（スピ

ーチ，プレゼンテーション等），議論・討

論（ディベート，ディスカッション等）,交

渉など，当該単元で育成する資質・能力を

踏まえた言語活動を選び，両教科等におい

て同じ種類の言語活動を扱うことで，共通

する資質・能力を育成すること。（※14） 

この項では，共通する資質・能力の育成

に向け，We Can! 2 の教材を取り上げ，小学

校国語科等の教材を関連付けながら，主に

「国語科」と「外国語活動・外国語科」の

連携について考える。 

We Can! 2 Unit 4 I like my town.では，

単元末に「町のミニポスターを作ろう。」

という言語活動が設定されている。テキス

トに示されているミニポスターは，タイト

ル，５つの文，３つの絵で構成されている

（図 13）。 

図 12 小学校における国語科と外国語活動・外国語科の連携について（※12） 

This is my town! 

Sakura is nice. 

We have a big station. 
We don’t have a park. 

I like soccer. 
I want a big park. 

絵 

絵 

絵 

図 13 We Can! 2 Unit 4で示されている

ポスター 
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ここに書かれている５つの文は，３つの

絵と連動していて，はじめ（１文），なか

（２文），おわり（２文）の構成になって

いる。絵を使って説明するという説明の仕

方については，児童は，本研究会実施地方

で使用する第２学年国語科教科書（光村図

書）の「おもちゃの作り方」の中で，分か

りやすく説明するための工夫の１つとして

学習している。はじめ，なか，おわりの３

部構成で意見や考えを述べるという学習

は，第３学年国語科（光村図書）の「こま

を楽しむ」で学習している。町をポスター

で紹介するという言語活動自体も，第６学

年国語科（光村図書）の「ようこそ，私た

ちの町へ」という教材を通して，町のよさ

を伝えるパンフレットを作るという学習経

験をしている。 

このように，外国語活動・外国語科にお

ける言語活動を国語科と関連付けてイメー

ジできるのは，国語科と外国語活動・外国

語科の指導内容の系統性や関連性，使用す

る題材や言語活動の種類等について理解し

ている小学校教員だからこそである。 

言語活動で扱う題材についても，当該地

方で使用する第２学年生活科教科書（啓林

館）の「レッツゴー町たんけん」で自分た

ちの住む町の様子について学習している。 

各教科等での学習内容といった，小学校

教育課程に対する理解がある小学校教員だ

からこそ，外国語活動・外国語科と他教科

等における学習内容を十分に意識し，言語

能力の向上の観点からのカリキュラム・マ

ネジメントを実現することができると考え

る。 

（２）言語活動から見られる連携 

国語科及び外国語科においては，言語活

動を通して，それぞれに求められている資

質・能力を育成することをめざしている。
（表３） 

この項では，言語活動における児童生徒

のゴールの姿に焦点を当て，国語教育と外

国語教育の連携について考える。 

表４は，小学校第１学年国語科，小学校

第６学年外国語科，中学校第１学年外国語

科それぞれの学年末に設定されている言語

活動と，そのゴールの姿等を整理し，比較

している。 

共通するところは，言語活動の課題とし

て学校生活の思い出を扱っていることであ

る。また，それぞれに示されている文例の

構成もよく似ている。 

違いは，言語活動におけるゴールの姿

（文例）において，小学校第１学年は母語

（日本語）で書く，小学校第６学年は文章

の一部を選んで英語で書き写す，中学校第

１学年は全文を英語で書くということであ

る。 

小学校外国語活動・外国語科の言語活動

で扱う内容は，小学校国語科に置き換える

と「書くこと」の領域においては小学校低

学年での学習活動レベルであるといえる。 

母語である国語教育と外国語である英語

教育の連携について，直山(2019)は，「国

表３ 「小学校国語」「小学校外国語」の目標 （※下線筆者） 

小学校国語 小学校外国語 
言葉による見方・考え方を働かせ，

言語活動を通して，国語で正確に理

解し適切に表現する資質・能力を次

のとおり育成することを目指す。 

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，外

国語による聞くこと，読むこと，話すこと，書くことの言語活動を通

して，コミュニケーションを図る基礎となる資質・能力を次のとおり

育成することを目指す。 

⑴日常生活に必要な国語について，

その特質を理解し適切に使うことが

できるようにする。 

⑴外国語の音声や文字，語彙，表現，文構造，言語の働きなどについ

て，日本語と外国語との違いに気付き，これらの知識を理解するとと

もに，読むこと，書くことに慣れ親しみ，聞くこと，読むこと，話す

こと，書くことによる実際のコミュニケーションにおいて活用できる

基礎的な技能を身に付けるようにする。 

⑵日常生活における人との関わりの

中で伝え合う力を高め，思考力や想

像力を養う。 

⑵コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，身近で

簡単な事柄について，聞いたり話したりするとともに，音声で十分に

慣れ親しんだ外国語の語彙や基本的な表現を推測しながら読んだり，

語順を意識しながら書いたりして，自分の考えや気持ちなどを伝え合

うことができる基礎的な力を養う。 

⑶言葉がもつよさを認識するととも

に，言語感覚を養い，国語の大切さ

を自覚し，国語を尊重してその能力

の向上を図る態度を養う。 

⑶外国語の背景にある文化に対する理解を深め，他者に配慮しなが

ら，主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度

を養う。 
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語教育で行っていることを，外国語教育が

後追いする形がよいと思っています。（中

略）国語教育で行っている言語活動が先に

あり，それを外国語教育でもする。」(※15)

と述べている。母語である日本語によって

言語活動ができるからこそ，外国語である

英語となってもできるということである。 

小学校国語科では，国語で正確に理解し

適切に表現する資質・能力を育成するため

に，第１学年の段階から言語活動を通して

系統的な指導が行われている。小学校外国

語科では，第３学年からの外国語活動によ

る指導を踏まえ，コミュニケーションを図

る基礎となる資質・能力を育成するため

に，第５学年から言語活動を通して系統的

な指導が行われる。これは，前述の「国語

教育で行っていることを，外国語教育が後

追いする」という直山の指摘と合致してお

り，表４に整理した言語活動の比較にも表

れている。 

大津（2017）は「国語の先生は日本語に

ついてはよく承知しているが，英語につい

てはほとんど知らない。英語の先生は英語

についてはよく承知しているが，日本語に

ついてはほとんど知らない，という状況を

変える必要がある」（※16）と述べている。 

小学校教員は，国語科を指導しており，

平成 23 年度からは外国語活動も指導してい

る。つまり両方についてよく理解している

ということである。双方に共通する指導内

容や指導方法を扱うことで，効果的な指導

をすることができる。そう考えると，外国

語科の指導に対し教員が抱く不安が和らぐ

のではないかと考える。また，小学校国語

科の指導内容や指導方法を外国語活動・外

国語科のそれらと繋げて考えられると，校

内研修にも全ての教員が主体的に参加で

き，指導方法等の改善に向けた協議を学校

全体で活発に行えるのではないかと考え

る。 

４ 今後に向けて 

本稿では，小学校外国語科導入に当た

り，小中学校教員による研究会の取組を通

して，「読むこと」「書くこと」を踏まえ

た単元構想と学習評価について研究した内

容を示した。 

「読むこと」「書くこと」を踏まえた単

元構想については，「話すこと」「聞くこ

と」の学習活動から始め，音声で十分慣れ

親しませたあと，「読むこと」「書くこ

と」の学習活動に取り組ませる順序となっ

ていることを確認した。この順序性を踏ま

えた単元構想により，児童が過度の負担を

感じることなく，単元を通じて少しずつ読

んだり書いたりできるようになった。 

学習評価については，児童が自らの学習

をふり返って次の学習に向かうための一方

表４ 小学校国語科，外国語科と中学校外国語科の言語活動におけるゴールの比較 

小学校国語科１年生 小学校６年生 中学校１年生 

出版社 

教材名等 

光村図書 

こくご一下 

いいこといっぱい，一年生 

「おもい出してかこう」 

文部科学省 
新学習指導要領対応小学校外国語教材 

WeCan! 2  
Unit 7 

My Best Memory 

東京書籍 

NEW HORIZON 1 

Presentation 3 
思い出の行事 

言語活動の
課題 

一年生になってから，いっぱいいいことが
ありましたね。しゃしんを見ておもい出し
たり，まわりの人にきいたりして，どんな
いいことがあったかをかきましょう。 

思い出のアルバムを作ろう。 Unit11 までに学んだことを使
って，３文以上で思い出の行
事について発表しよう。 

ゴールの姿 

（文例） 

がんばった玉入れ 

ぼくは，うんどうかいで，玉入れをがん
ばりました。 

れんしゅうのときに，先生が，「玉をひ
ろったら，かごのちかくにいってなげると
いいですよ。」と，おしえてくれました。 

うんどうかいでは，ぼくたち赤ぐみがか
ちました。らいねんもかてるといいとおも
います。       （教科書に掲載） 

My best memory is my (school trip). 

We went to (the mountains). 

We enjoyed (hiking). 

It was (fun). 

※(       )内を選んで書き写す。
（We Can!指導編に掲載） 

We had our sports day in June. 

I can run fast.  

So I ran in the relay. 

Our team won first place. 

I enjoyed the day very much. 

（教科書に掲載） 

文例の構成 

三段落で構成 

第１段落：したこと（思い出） 

第２段落：言われたこと 

第３段落：思ったこと 

４文で構成 

１文目：一番の思い出 

２文目：したこと 

３-４文目：思ったこと 

５文で構成 

１文目：思い出の行事 

２-４文目：したこと 

５文目：思ったこと 
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策として，「CAN-DO リスト－ふり返り」

を作成し，活用した。これにより，児童が

自分で学習をどのように進めていくかを決

めようとする行動等がうかがえ，自律した

学習者の育成を図ることができた。 

以上の研究に加え，小学校におけるより

一層の校内研修の充実に向け，前項では小

学校国語科と外国語活動・外国語科の繋が

りを示した。 

今後は，小・中・高等学校を通じてコミ

ュニケーションを図る資質・能力を育成す

るため，これまで以上に学びの連続性を意

識し，一体感をもって，各学校段階におけ

る取組を進めていく必要がある。 

小中連携の具体的な取組内容として，文

部科学省が行った平成 29 年度英語教育実施

状況調査（中学校）では，①情報交換，②

交流，③小中連携したカリキュラムの作成

が例として挙げられ，取組状況は図 14 のと

おりである。（注４） 

直山(2013)は，先の①，②，③について

以下のように説明している。 

①情報交換 

小学校外国語活動でどのような取組を行っ

ているのか，中学校英語科でどのような取

組を行っているのかを，小学校教員と中学

校英語担当教員とが知り合うこと。 

例：授業参観，小中合同研修会等 

②交流 

同じ時と場とを共有し，何かを創り出すこ

と。 

例：授業参観後の研究協議等 

③小中連携したカリキュラムの作成 

「目標の一貫性」「指導法の継続性」「学

習内容の継続性」の三要素を重視したカリ

キュラム作成のこと。特に入門期において

は「指導法の継続性」を重視している。 

例：外国語活動で児童が経験した活動を中

学校で行うこと等 

本研究会においては，これら３点を参考

に，小中学校教員が，①授業公開や年間指

導計画の交換等を通して，互いの取組・実

践を情報交換したり，②単元構想の検討や

公開授業後の研究協議を通して，指導方法

について意見を交流したり，③小学校と中

学校第１学年の指導から，学習内容や指導

方法の継続性を確認し，指導に生かすよう

にした。このことにより，情報交換から交

流へ，そして連携へとつながり，各学校段

階間の学びの連続性を意識した指導の充実

が図られたとともに，各学校段階における

授業改善につながったのではないかと考え

る。 

 今後も，当センターの学校支援事業を始

めとした様々な場面で，各学校段階間の学

びの連続性を意識した授業改善への支援

と，外国語教育の充実に向けて施策を行っ

ていきたい。 
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解・御協力をいただきました田辺市教育委

員会の皆様には，この場をお借りして感謝

申し上げます。 

 

 
＜注 釈＞ 

注１  学びの丘Ｅサポートとは，学校や市町村教

育委員会等からの要請により，校内研修や研

修会等において，講義・演習等を行う支援の

総称である。「E」は，Encourage（励ます，

勇気づける）の頭文字である。 

注２  “Hi, friends! Plus”は，研究開発学校のカリ

キュラムを補助し活用されることで，新学習

指導要領移行期に各学校において活用する新

たな教材開発に生かすために作成されたもの

である。 

注３  CAN-DO リスト形式とは，学習した後に，

言語を使って何ができるようになるかを，

「～することができる」の形で表したもので

ある。本研究会では，ふり返りシートとして

児童がどのようなことができるようになった

かを確認するため，「～することができた」

の形で表している。 

注４  本調査項目については，接続する小学校と

確認した上で，回答することとなっている。 
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□１ 町にある
もの、ないもの
が分かった。

□６ 町を紹介するミニポ
スターを作ることができた。

・相手に伝わるようにてい
ねいな字で。
・単語と単語の間をあけて。

Unit 4  I like my town.
CAN-DOリスト ー ふり返り

□２ 自分の町に
ある施設、ない施
設について、友達
と伝え合うことが
できた。

□２ We have 
( a park ).など、
自分の町にある施
設を書き写せた。

□２ ４線
上にｌの文
字を書くこ
とができた。

□３ 地域
のよさとそ
の理由が分
かった。

□３ 自分の町
のよさとその理
由を、友達と伝
え合うことがで
きた。

□３ We don’t 
have ( a library ).
など、自分の町にな
い施設を書き写せた。

□４ 登場
人物のほし
い施設が分
かった。

□４ 自分の町
に施設があるか
ないかについて、
友達と伝え合う
ことができた。

□４ ほしい
施設とその理
由を友達と伝
え合うことが
できた。

□４ ４線
上にｍの文
字を書くこ
とができた。

□５ 町紹
介の発表に
ついて、ど
んな感想か
分かった。

□５ 自分
の町の名前
を英語で書
けた。

□５ I want a 
( nice library ).な
ど、自分の町にほ
しい施設を書き写
せた。

□５ 町につい
て書かれている
ミニポスターの
英文を声に出し
て読めた。

□６ ４線
上にnの文
字を書くこ
とができた。

□８ 友達の
作ったミニポ
スターを読ん
で、内容を理
解することが
できた。

□８ 短い絵本
の話を聞いた後、
自分でその絵本
を読むことがで
きた。

□７ ミニポスターを
発表することができた。

・ジェスチャーを交え
て。
・聞き手の反応を確か
めながら。 など。

単元のふり返り 「自分のできるようになったこと」「これからの課題」「感想」などを書こう
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